
遠
方
の
実
家
を
相
続
し
て
４
年
。
自
営
業
で

忙
し
く
、
不
動
産
の
名
義
変
更
も
手
付
か
ず

状
態
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

空
き
家
を
相
続
し
て
も
、

登
記
不
要
と
聞
き
ま
し
た
が
？

親
が
亡
く
な
り
、
不
動
産
を
取
得
し

た
相
続
人
は
、
親
か
ら
自
分
へ
所
有

権
が
移
転
す
る
相
続
登
記(

名
義
変
更)

を

行
う
必
要
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
以

来
今
日
ま
で
相
続
登
記
は
義
務
で
は
な
く
罰

則
も
な
か
っ
た
の
で
、
書
籍
や
士
業
の
方
々
を

通
じ
て
そ
の
よ
う
な
不
要
説
が
流
布
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
４
月
１
日
か
ら
「
不
動
産
登

記
法
」
が
改
正
さ
れ
、
相
続
登
記
の
義
務
化

が
始
ま
り
ま
す
。

ど
う
し
て
今
頃
に
な
っ
て

義
務
化
さ
れ
る
の
？

最
大
の
理
由
は
「
所
有
者
不
明
土

地
問
題
」
の
解
消
で
す
。
国
土
交
通

省
の
土
地
白
書
に
は
、
所
有
者
不
明
土
地
が

発
生
す
る
原
因
と
し
て
、
①
不
動
産
の
相
続

登
記
が
さ
れ
な
い
（
66
％
）
②
住
所
変
更
登

記
が
さ
れ
な
い
（
32
％
）
と
、
登
記
申
請
さ

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
省
は
全
国
の
所
有
者
不
明
土
地

が
約
４
１
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
九
州
の
土

地
面
積
を
上
回
る
と
公
表
し
て
い
ま
す
。
所

有
者
不
明
土
地
が
多
い
と
、
公
共
事
業
や
防

災
対
策
、
民
間
の
土
地
取
引
な
ど
に
大
き
な

支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
登
記
の
義
務
化
が

決
ま
り
ま
し
た
ス
ク
者
と
の
接
触
回
避
を
求

め
て
い
ま
す
。

相
続
登
記
は
い
つ
ま
で

す
れ
ば
よ
い
の
？

相
続
登
記
の
期
限
は
、
被
相
続
人
が

死
亡
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、
不
動

産
を
相
続
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
で
す
。

　

相
談
者
の
場
合
は
３
年
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
相
続
登
記
の
義
務
化
は
法
改
正
前
に　

開
始
し
た
相
続
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
相
談
者
は
法
改
正
日
の
本
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
以
内(

令
和
９
年
４
月
ま
で)

に

登
記
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
続
登
記
を
し
な
い
と

罰
せ
ら
れ
ま
す
か
？

定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
登
記
申
請
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下
の

過
料(

罰
金)

を
科
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

遺
産
分
割
協
議
が
長
引
く
な
ど
登
記
申
請
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
「
相
続
人
申
告
登
記
」
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
制
度
は
①
登
記

名
義
人
が
死
亡
し
た
こ
と　

②
自
分
が
相
続

人
で
あ
る
こ
と
を
法
務
局
へ
期
限
内
に
申
し

出
れ
ば
、
申
請
義
務
を
果
た
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
過
料
は
科
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
本
制
度
は
相
続
登
記
の
代
わ
り

に
は
な
ら
ず
、
過
料
の
回
避
効
果
だ
け
で
す
。

従
っ
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、

そ
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
改
め
て
相
続
登
記

を
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

相
続
以
外
で
不
動
産
登
記
の

見
直
し
は
あ
る
の
？

令
和
８
年
４
月
か
ら
は
、
住
所
等
の

変
更
登
記
の
義
務
化
も
始
ま
り
ま
す
。
転
勤

や
引
っ
越
し
な
ど
で
登
記
上
の
所
有
者
の
住

所
・
氏
名
等
が
変
わ
っ
た
場
合
、
２
年
以
内

に
変
更
登
記
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

違
反
す
る
と
５
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。
義
務
化
が
始
ま
る
前
の
住
所
変

更
も
対
象
に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

QAQA

QA

QA QA

条項 主な改正内容 施行年月日

相続登記の
義務化

（1）  相続により不動産を取得した相続人は、所有権の取得を
知った日から３年以内に登記申請をしなければならない。
これは法改正前に開始した相続にも適用されます。

（2）正当な理由なく義務違反すると10万円以下の過料(罰金 )。 令和6年
４月１日

相続人
申告登記

（1） ３年以内に相続登記するのが難しい場合、①登記名義人
の死亡と②自分が相続人であることを法務局へ申し出ると、
過料 (罰金 )は科せられない。

（2）  しかし、これは相続登記の代わりに過ぎないので、改めて
相続登記を行う必要がある。

住所等の
変更登記の
義務化

（1） 登記簿上の所有者は、住所・氏名等を変更した日から２年
以内に登記申請をしなければならない。

（2）正当な理由なく義務違反すると、５万円以下の過料 (罰金 )。

令和８年
４月１日

不動産登記法の改正内容

終活

ご
存
知
で
す
か
？
シ
リ
ー
ズ
⑱

│
登
記
申
請
し
な
い
と
10
万
円
以
下
の
罰
金
│

４
月
か
ら
相
続
登
記
の

義
務
化
ス
タ
ー
ト


